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１．法人の概要 

 名 称  学校法人 四葉学園（昭和４３年２月１０日法人設立） 

 代表者  理事長 廣田 尚美 

 住 所  東大阪市桜町２番１７号 

 電 話  ０７２－９８２－４８７５ 

 ＦＡＸ  ０７２－９８２－８０４１ 

 設置する学校  

    住 所 東大阪市桜町２番１７号 

    名 称 四葉幼稚園 

 役 員 理事 ６名 監事 ２名 

 評議員    ７名 

 理事会    ２回開催   

評議員会   ２回開催 

 職 員   １８名 

２．事業概要 

 （ 四葉幼稚園 ） 

 ≪教育方針≫ 

  キリスト教の教えと共に、幼児期に一番大切な勉学の基礎と心の教育を行ないます。 

≪教育内容≫ 

 子どもが好きなように活動する自由保育と、決められた内容を皆で行う設定保育を

バランス良く取り入れ、幼児期に必要な遊びを通じて健康な体と健全な心の育成を目

指した保育に力を注いでいます。 

≪園児数≫ 

ｸﾗｽ数 園児数 ｸﾗｽ数 園児数 ｸﾗｽ数 園児数 ｸﾗｽ数 園児数

定　員 1 20 2 50 3 105 3 105 9 280

2024年度 1 18 2 28 1 30 2 31 6 107

2025年度 1 20 2 38 2 32 2 31 7 121

2025年度 1 20 2 30 2 40 2 35 7 125

園児数計
満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

ｸﾗｽ数計

≪保育時間≫   

月～金   １０時～１４時 

 ≪納付金等≫ 

  保育料     月額  ４，０００円 

  教材費       年額    ８４０円（５歳児） 

  行事費       年額 １２，０００円 

  冷暖房費      年額  ８，０００円 

給食費       月額  ５，６００円 

  バス維持費     月額  ３，５００円（利用者のみ） 



≪入園時の費用≫ 

  入園検定料          ５，０００円 

入園料 満３歳児・３歳児  ６０，０００円 

           ４歳児  ５０，０００円 

           ５歳児  ３０，０００円 

 ≪預かり保育の内容及び費用≫ 

  早朝［月～金］     ７時３０分～８時１５分   １５０円／回 

通常［月～金］    １４時～１８時        ７００円／回 

  延長［月～金］    １８時～１８時３０分     １５０円／回 

  ［第１・３・５土曜日］ ８時～１６時      １，２００円／回 

  長期休暇［夏・冬・春］ ８時～１７時３０分   １，５００円／回 

              ８時～正午          ８００円／回 

 ≪行事実施状況≫ 

   運動会、園外保育、クリスマス発表会、お芋ほり、お別れ見学、映画会、遠足、

参観日、花火大会、宿泊保育、プール遊び、人形劇 

 ≪施設関係≫ 

園地面積 １，９６８㎡  運動場面積 ９２３．３㎡ 

未就園児教室の改修工事を実施。 

≪設備関係≫ 

  備品類の総点検を実施し、更新の有無を判断する。 

≪事業報告≫ 

２０２５年度も保護者の協力を得て、役職員の真摯な努力により着実に運営する

ことができた。 

令和７年４月からの私立学校法の改正に伴い学校法人会計基準も一部変更とな

ったため、新会計基準に則り処理を行っており、計算書類の並び順等変わっている。 

財務面では、事業活動収支計算書より、教育活動収入計が１０１，０２８千円（前

年度１０４，２１１千円）、教育活動支出計１１７，５０８千円（前年度１２５，

９５４千円）、教育活動収支差額△１６，４７９千円（前年度△２１，７４２千円）、

教育活動収支差額比率△１６．３１％（前年度△２０．８６％）、経常収支差額比

率△１４．０２％（前年度△２０．１８％）の経営状況となり、依然としてマイナ

スの状況にあるものの、収支バランスは回復に向かっている。 

また、人件費比率（人件費／教育活動収入計＋教育活動外収入計）は、７８．２

７％（前年度８０．５６％）となり、前年度より減少した。 

園児数については、少子化が進行する状況下においても増加傾向が見られる結果

となり、今後も未就園児クラス（ナースリー・プレスクール）の充実や、未就園児

段階からの子育て支援を軸とした入園促進施策を継続・発展させることで、幼稚園

として持続的な発展を目指していく。 

３．財務状況 

  別紙参照 


